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時間投入 TZの 2 財が必要と考えよう。ある個人の総時間 Tは健康生産
のための時間投入 THと一般財生産のための投入 TZの合計であるとす
る。
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上記の概念を基礎にしながら，Grosman (1972) に沿って 0期から T期ま
での時系列に拡張しよう。ここでは T期は外生的に決定するのではなく，
個人の健康投資の選択により内生的に決定すると考える。Grossman (1972)
は，1期を 1 年 365 日と想定している。従って，Tはその個人の死亡時の
年齢と置き換えることも可能である。
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健康な時間が 360 日に増加し，不健康な時間が 5 日に減少するかも知れな
い。



























































健康な時間が 360 日に増加し，不健康な時間が 5 日に減少するかも知れな
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研究と比較しながら論じている。Ehrlich and Chuma (1990) は，グロスマン
が一定と仮定した時間割引率や保有資産の初期値について拡張を行ってい
る。Dardanoni and Wagstaff (1987, 1990)，Selden (1993)，Liljas (1998)，Picone，
Uribe and Wilson (1998) は医療サービス需要に不確実性の概念を導入して
いる。これは，医療保険制度の存在の下での個人の行動をより精緻に反映










It=I(Mt, HTt; Et) (13)’
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従って，寿命が内生的に決定する Grossman (1972) でも，寿命が外性的
に決定する Cropper (1977) でも，理論的推論では高齢者ほど予防的医療サ
ービスへの需要が減少するという一致した結論を得ている。
(2) 健康投資の水準の低下分の回復か，健康資本のさらなる蓄積か
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s.t. Ph qhFL+Pm qmML=Y
親の効用関数は，家族介護のサービス量 FLとその品質 qhの積，市場
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岩本 (2000) は，Grosman (1972) の理論モデルと Grosman and Benham
(1974)の実証分析モデルを利用して，健康水準が賃金に及ぼす影響を分析
している。健康が所得や労働に与える影響については多くの先行研究があ
り，発展途上国については Strauss and Thomas (1998) が，先進国について
は Currie and Madrian (1999) がまとめている。我が国においても佐藤 (2018)
が包括的なレビューを行っている。これらの結果から，健康水準の低下は，
賃金率・労働時間などに負の影響を及ぼす事が確認されている。







































, Pm, Y) (7−5)
次に，介護サービス lの需要は，自立して生活できる健康水準 H を下
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次に，介護サービス lの需要は，自立して生活できる健康水準 H を下
















HH=H if H (7−6)
=H+Hl if 0<H<H , 0<Hl≤H−H
ここで介護サービスに対する需要関数は，介護サービス価格を Plとし，
個人の所得 Yと健康水準Hにより決定することから，介護サービスの生
産関数を l(Pl, Y, H)と定義している。この (7−7)式に (7−5)式を代入
すると以下のように示せる。
l=l(Pl, Y, H) (7−7)
=l(Pl, Y, H(H

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については摩耗分 δHaの 100y % (0<y<100)ほど回復するとする。同






























































については摩耗分 δHaの 100y % (0<y<100)ほど回復するとする。同








































































































































































































による QOL (Quality of Life) の向上を意味しており，両者を合わせると「質
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る。本稿では，社会関係資本 SC (Social Capital) を，介護予防サービスで生
活機能を回復する際に影響を及ぼす要因と考える。
SC=SC(CR, RR, VN) (5) 但し，SC’(CR)>0
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